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次の走化性方程式系の初期値境界値問題について考える:

(1)


ut = ∆u−∇ ·

(
u

(1 + |∇v|2)α
∇v

)
in Ω× (0,∞),

vt = ∆v − v + u in Ω× (0,∞),

∇u · ν = ∇v · ν = 0 on ∂Ω× (0,∞),

u(·, 0) = u0, v(·, 0) = v0 in Ω.

ここで, Ω ⊂ Rn (n ∈ N) は滑らかな境界 ∂Ωをもつ有界領域, ν は ∂Ωの外向き単位法線
ベクトル, α > 0とし, u0, v0 はともに非負の初期値とする.

本研究の目的は, 正則性が低い初期値から時間大域的で滑らかな解を構成する (解の即
時正則化) ことである.

問題 (1)における解の即時正則化について, 次の結果を得た.

主結果� �
n ∈ N, α > αc :=


n−2

2(n−1)
(n ≥ 2),

0 (n = 1)
とする. このとき, 非負の初期値 u0 ∈ M(Ω),

v0 ∈ W 1,q(Ω)
(
q ∈ (max{1, (1 − 2α)n}, n

n−1
)
) に対し, 問題 (1)の時間大域的古典解

(u, v) ∈ (C2,1(Ω× (0,∞)))2 が存在して∫
Ω

u(·, t) = µ0(1) (t > 0)

を満たし, さらに
u(·, t) ⋆

⇀ u0 in M(Ω), v(·, t) → v0 in W 1,q(Ω) as t ↘ 0

が成り立つ.� �
注意. 問題 (1)において第 2方程式が楕円型の場合, n ≥ 2で α < αc のときは有限時刻
で爆発する解の存在が示されている ([1]).
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